
（3）串川：相模原市緑区長竹稲生（St.3・図 4）
　串川は相模川の支流として、緑区鳥屋越路峠付近を水
源としている。山間地を流れた後集落地内に入り、さら
に蛇行しながら調査地点である串川中流域に達する。こ
の周辺には水田も見られ、調査地点にも谷間からの河川
と湧水による水田及びクレソン畑が存在し、その水も流
れ込んでいる。本河川は上流から下流までが山地や渓谷
ではなく、背後に集落のある里山的な環境の中を長く流
れる、水生動物相を調べるに当たり非常に興味深い河川
の 1 つである。
　　
3　調査方法及び期間
　今回の調査は、各場所の比較ということよりも、各場
所の水生動物相を明らかにすることが主な目的であった
ため、定量的な調査ではなく少しでも多くの種を確認す
るために定性的な調査を行った。川の中ではＤ型フレー
ムネットで石の下や植物の根際や中に潜む動物を採集
し、また川の中の石を持ち上げ表面に付いた水生昆虫を
採集することも行った。同時に調査地点河川で生育し、

1　はじめに
　さがみはら水生動物調査会は、相模川水系の水生動物
相を明らかにすることを一つの目的として発足し、自然
に幅広く接し、動植物に親しみ、各自が興味を持つ内容
について学びながら活動している。合併前から旧津久井
郡域の各河川での調査は行い、その成果は博物館での
展示や普及活動に活かされるとともに、平成 20（2008）
年には、博物館調査報告書『相模川の水生昆虫』を発行
している。
　本報告は、神奈川県立津久井湖城山公園内牢屋の沢の
水生動物相調査に伴い、牢屋の沢が流れ込む尻久保川、
さらに尻久保川が流れ込む串川の 3 地点において調査を
行った結果の中間報告である。この調査により各場所・
河川の水生動物相を明らかにし、それぞれの場所での出
現種の特徴を見出し、河川のおかれている状態について
考察することを最終的に目的としている。

2　調査場所
　調査地点は図１で、各調査地点の状況については次の
とおりである。

（1） 牢屋の沢：相模原市緑区根小屋（St.1・図 2）
　神奈川県立津久井湖城山公園に源流を有し、公園から
出て尻久保川へ流れ込んでいる。城山中腹の谷間から流
れ出した水は、谷間をそのまま流れ、堆積した土砂や石、
落ち葉などによりできた段差を流れ下り、公園管理棟付
近で平坦な流れとなっている。そのあとは護岸された場
所を流れるが、公園内では人工物はなく、途中両側の斜
面から湧き出した湧水を加え流れていく。流れの周囲は
ヒノキの植林が多いが、一部落葉広葉樹が自生している。

（2）尻久保川：相模原市緑区根小屋（St2.・図 3）
　源流部は緑区長竹の堂所山の東側の谷間となってい
る。雲功寺付近の県道までは植林の中を流れているが、
その後は三面護岸整備された水路となり、前記の牢屋の
沢などの流れを加え、串川への合流前には高さ 10 数メー
トルの滝が存在している。途中の三面護岸の場所も上流
からの土砂の堆積と流木、周辺からの落葉などにより、
水生動物の食料となり隠れ場所ともなっている。
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図 1　調査地点位置図
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れている状態について考察することについては、未整理
サンプルすべてを確認した後で行うとし、ここでは出現
種の概況と調査場所との関係について触れておくことと
した。
　概観してわかるように、規模の小さな St.1 からは出
現種数が少なく、最も規模の大きな St.3 からは、魚類
や両生類なども加わり、多くの種類を見出すことができ
た。このことは、それぞれの動物の特性として、生活し
ていくために必要な水量や流速、食料の有無、川岸や川
底の状態、周辺環境、流れ込む河川など、調査地点水域
のさまざまな条件の差からくるもので、その場所を選好
し適応した動物が確認されていることになる。
　最も河川源流域の様相を呈している St.1 からは、河
川上流部や細流で見られるナミトビイロカゲロウやクロ
タニガワカゲロウ、岩盤の滴りで見られるカタツムリト
ビケラが確認できた。三面護岸とはいえ、上流部に自
然環境の保全された場所を有する St.2 では、他の場所
からは確認されていないナミヒラタカゲロウやクロサ
ナエ、ノギカワゲラなどが確認されているが、反対に水
質の悪化している場所に生息するサカマキガイが確認さ
れているのもこの場所だけであった。もっとも種数の
多かった St.3 からは、相模川から生息域を拡大してき
たと思われるコモチカワツボやアメリカツノウズムシと
いった外来動物が、河川中流で多くみられるチラカゲロ
ウやシロタニガワカゲロウ、コヤマトンボなどが、また
すぐ上流に位置する湧水を利用した水田とクレソン畑の
影響を受け、ホトケドジョウやアカハライモリも確認さ
れている。

6　おわりに
　今回の調査場所は、距離的に離れてもいない串川水系
の 3 地点ではあるが、それぞれに特徴を持った自然環境
となっていることが、このような動物相の差としてあら

成虫として羽化したと思われる個体も、捕虫網で採集し、
サンプルはすべて 80％エタノールに保存した。その場
で確認できる種については種名を記録し川に戻し、不
明なものは成虫同様 80％エタノールに保存し持ち帰り、
顕微鏡下で同定した。
　調査時期は、水の中で確認できる水生昆虫の幼虫や成
虫などが確認しやすい 3 月に行った。これは今後の継続
的なモニタリングなども考慮し、だれもが取り組みやす
くするためである。

4　調査結果
　2012 年 3 月 19（牢屋の沢）・20（尻久保川・串川）日
の両日行った調査の結果を表 1 のとおり報告する。この
結果はあくまでも中間報告であり、その後も現地での調
査は行っているが、未同定のサンプルが多く今回の報告
からは除いた。

5　結果の概観
　今回の報告では、同定が終わり整理されているサンプ
ルを抽出し、中間としての報告としている。「1 はじめに」
でも述べたとおり、出現種の特徴を見出し、河川のおか

図 2　牢屋の沢（St.1）

図 4　串川（St.3）

図 3　尻久保川（St.2）
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表 1　調査地点別出現種一覧表
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われている。未整理のサンプルを精査し、さらに今後の
追加調査により、さらに水生動物相と各環境との状況を
明らかにし、今後の河川のあり方や整備に当たっての基
礎資料や検討材料になればと思う。
　最後に、牢屋の沢の調査をお許しいただいた菅原正士
氏（津久井湖城山公園）と尻久保川で調査にご協力いた
だいた称永幸雄氏（根小屋在住）、サンプルの一部を同
定いただいた鳥居高明氏（いであ株式会社）に感謝の意
を表する。
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